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皆
様
の
ご
家
庭
に
も
四
国
電
力
か
ら

の
節
電
要
請
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
十
全
会
で
は
、
こ
れ
を
受
け

て
行
動
計
画
を
立
て
、
各
種
の
節
電
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
も
の
を
挙
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
で
す
。
緑
の
カ
ー

テ
ン
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
取
り
組

ん
で
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
よ
り
広
範

囲
に
ゴ
ー
ヤ
や
朝
顔
な
ど
を
育
て
、
節

電
、
景
観
、
食
用
と
一
石
三
丁
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

空
調
関
係
で
は
、
病
棟
、
外
来
、
診

療
部
門
に
つ
い
て
は
二
六
度
、
管
理
部

門
等
に
つ
い
て
は
二
八
度
に
温
度
設
定

し
て
い
ま
す
。

照
明
で
は
、
事
務
室
照
明
な
ど
の
一

部
消
灯
や
使
用
し
て
い
な
い
エ
リ
ア
の

消
灯
の
徹
底
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
深
夜
時
間
帯
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

一
基
停
止
や
自
動
販
売
機
の
設
置
業
者

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
冷
却
時
間
の

短
縮
や
照
明
の
停
止
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

職
員
に
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
階
段
の

利
用
を
奨
励
（
四
ア
ッ
プ
五
ダ
ウ
ン
）

し
て
い
ま
す
。

ご
来
院
の
皆
様
、
ご
利
用
者
様
に
は
少
々

暑
い
と
感
じ
る
こ
と
や
、
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
や
へ
ち
ま
な
ど
、
ツ
ル
状
に
伸

び
る
植
物
を
、
窓
を
覆
う
よ
う
に
カ
ー
テ

ン
状
に
茂
ら
せ
た
も
の
で
す
。

す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
と
同
様
に
日
差
し

を
遮
る
と
共
に
、
生
き
た
植
物
な
の
で
、

葉
か
ら
水
分
を
蒸
散
し
て
周
囲
の
気
温
を

下
げ
、
光
合
成
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
酸
素
を
出
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
葉

の
間
を
通
る
風
は
、
通
常
よ
り
涼
し
く
感

じ

体
感
温
度
は
最
大
で
一
・
七
度
も
低
下

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
場
の
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
上
げ

た
り
、
使
用
量
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と

で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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▲病院南側の緑のカーテン
にはゴーヤが実りました。

▲中庭に出ると、緑が見た目にも爽やかで実際に涼しく感じます。午前中は、ゴーヤの他に朝顔も花を咲かせています。
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今
月
の
さ
め
う
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

「
山
下
美
代
子
様
作
品
展
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

土
佐
町
地
蔵
寺
出
身
の
山
下
美
代
子

様
は
県
内
外
の
芸
術
展
の
絵
画
、
写
真
、

立
体
作
品
等
の
部
門
で
数
々
の
受
賞
歴

を
持
つ
多
芸
多
才
な
芸
術
家
で
す
。

「
今
の
私
が
存
在
す
る
の
は
、

山
紫
水
明
で
自
然
豊
か
な
嶺

北
で
生
ま
れ
育
っ
た
お
か
げ
。

還
暦
を
迎
え
る
ま
で
に
経
験

し
た
出
来
事
、
運
命
的
な
出

会
い
の
不
思
議
さ
、
楽
し
さ
、

面
白
さ
『
人
が
い
て
、
人
が

集
ま
っ
て
、
人
が
活
き
て
』

感
じ
る
幸
せ
を
痛
感
し
て
い

る
。
」
と
お
っ
し
ゃ
る
山
下

様
。今

回
は
嶺
北
総
合
美
術
展

絵
画
部
門
特
選
受
賞
の
「
牛
骨
と
ミ
シ

ン
」
を
は
じ
め
、
地
元
嶺
北
の
歴
史
を

写
真
で
つ
づ
っ
た
作
品
、
洋
画
、
写
真

な
ど
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

八
月
末
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
、
ご
来
院
く
だ

さ
い
。

前
回
は
申
請
か
ら
、
認
定
ま
で
の
流

れ
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
要
介

護
状
態
区
分
を
紹
介
し
ま
す
。

( 4 )

▲ニューヨークをテーマにした「’05私の見たニューヨーク」「自由の女神」
「グランドゼロ」の展示コーナー。

今
月
の
さ
め
う
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー

診察科 時間帯 月 火 水 木 金 土
整形外科 午 前 木田 喜安 安田 石田

歯 科
午 前 仙頭 濱田
午 後 笹部 仙頭 吉村 濱田 山田

診療予定は変更になる場合がありますので、ご来院の際はご確認をお願いいたします。

お電話でのご予約（0887-82-0456）も承っております。

皮膚科（隔週木曜日午前）：8月2日・16日・30日 佐野医師（医大）の診療予定です。

泌尿器科（毎週土曜日午前）：8月4日・11日・18日・25日 医大医師の診療予定です。

耳鼻科（毎週土曜日午前）：8月4日・11日・18日医大医師、25日兵頭教授の診療予定です。

要介護度 心身の状態

非該当（自立） 介護が必要と認められない

要
支
援
者

要支援１
社会的支援を要する状態

排泄や食事はほとんど自分でできるが、身の回りの世話の一部に介助

が必要。状態の維持・改善の可能性の高い人。

要支援２
社会的支援を要する状態

身の回りの世話に介助が必要で複雑な動作には支えが必要。

状態の維持・改善の可能性の高い人。

要
介
護
者

要介護１
部分的な介護を要する状態

身の回りの世話や介助が必要で複雑な動作には支えが必要。

問題行動や理解力の低下がみられることがある。

要介護２
軽度の介護を要する状態

身の周りの世話や複雑な動作や移動するときに支えが必要。

問題行動や理解力の低下がみられることがある。

要介護３
中程度の介護を要する状態

身の周りの世話や複雑な動作、排泄が自分一人ではできない。いくつ

かの問題行動や理解力の低下がみられることがある。

要介護４
重度の介護を要する状態

身の回りの世話、複雑な動作、移動することが自分一人ではできず、

排泄がほとんどできない。多くの問題行動や理解力の低下がみられる。

要介護５
最重度の介護を要する状態

身の周りの世話や複雑な動作、移動、排泄や食事がほとんどできず、

多くの問題行動や理解力の低下がみられることがある。
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「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と
ど

め
ら
れ
ま
す
。

事
前
の
申
請
な
ど
、
詳
細
は
、
加
入

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組
合
、
全
国
健

康
保
険
協
会
、
市
町
村
（
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
、
国
保

組
合
、
共
済
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

五
〇
肩
は
炎
症
期
、
拘
縮
期
、
回
復

期
を
経
て
、
約
一
年
前
後
で
自
然
治
癒

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
も
せ

ず
に
放
置
す
る
と
運
動
障
害
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
回
は
五
〇
肩
の
回
復

期
に
、
疼
痛
・
可
動
域
の
改
善
に
効
果

的
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

毎
日
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

( 2 )

▲背骨に両手をくっつけて。滑らすよ
うにゆっくり上下する。

▲①左右の肩甲骨をくっつけて胸を張る。
②前側で両肘をくっつけて肩甲骨を離す。
①と②を繰り返す

①ししとうは軸を切り落とし
３つに切ります。パプリカは縦半分に切ってヘタ

と種を取り1cm角切りにします。ちりめん
じゃこはざるに入れて熱湯をかけ、水気をき
ります。
②フライパンに油を熱し、ししとうとパプリ

カを入れて炒め、火がとおればちりめんを
加えて炒め合わせます。

③さとう、しょうゆを混ぜ合わせ加え全体に
味をからませながら炒め合わせます。

材料4人分

ししとう 150g
赤パプリカ 120g
ちりめんじゃこ 30g
さとう 大1・1/2
しょうゆ 大1・1/2
油 大2

パプリカ、ししとうは同じ仲間
ビタミンＣが豊富で加熱調理してもＣが破壊されに
くいのが魅力です。辛み成分には神経調整作用が
あり、夏バテ防止や疲労回復に効果的に働きます。

▲仁井田管理栄養士と西村管理栄養士

管理栄養
士がおすすめ
のレシピをお教
えします！

新田 昇司
にった しょうじ

2階病棟に配属になりました。看護師の新田昇司と
申します。学生時代より、趣味として剣道部にい
ました。「悩むより、まず行動する」がモットー
です。やる気と体力には自信があります。一日も
早く仕事を覚えられる様に頑張りますので、ご指

導ご鞭撻の程よろしくお願いします。

松永 順一
まつなが　じゅんいち

8月から6階療養棟で勤務しています。芸術が好き
で、水墨画はプロの資格を持っています。東京六
本木美術館や大阪、京都、高知の展覧会に今まで
何度か出品させていただきました。早明浦ダムの

湖畔は、子供の頃から好きでサイクリングしたり、
大人になってからもスケッチで通いました。そんな風景にも
憧れこの地を仕事場所に選びました。よろしくお願いします。

小笠原 裕美
お が さ わ ら 　 ひ ろ み

8月1日より５F療養棟にて介護職をさせていただ
きます。2年ほど老人ホーム大豊園にて勤務して
いましたが、まだまだ経験不足ですので、よろし
くご指導をお願いします。笑顔を絶やさず、利

用者様に喜んでもらえるように頑張ります。

高橋 美香
た か は し 　 み か

このたび、8月1日より5階入所者のお世話をする
ことになりました。6年間、デイサービス田井に
勤務しておりましたが、なにぶん身体介助は初め
てなので、皆さんにご迷惑をかけない様にがんば
りたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

病
院
・
薬
局
な
ど

高
額
外
来
診
療
を

受
け
た
と
き

健
康
保
険
組
合
な
ど

①認定証の申請

②認定証の交付③認定証を提示

窓口支払いが

一定上限額に

窓口支払いの上限額（月当たり）は、所得に応じて異なります。

看護師

看護師

介護員

介護福祉士
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七
月
一
三
日

毎
年
恒
例
の
七
夕
祭

り
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
昼
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
。
ず

ら
っ
と
並
ん
だ
お
料
理
の
数
々
。
お
に

ぎ
り
や
具
が
い
っ
ぱ
い
の
ソ
ー
メ
ン
、

あ
つ
あ
つ
の
焼
き
飯
、
大
き
な
コ
ロ
ッ

ケ
や
目
の
前
で
焼
い
て
く
れ
る
焼
肉
、

骨
ま
で
食
べ
れ
る
鮎
の
甘
露
煮
、
利
用

者
様
お
好
み
の
煮
し
め
、
デ
ザ
ー
ト
に

は
と
う
も
ろ
こ
し
や
杏
仁
豆
腐
、
飲
み

物
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ジ
ュ
ー
ス
以
外
に

も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ビ
ー
ル
や
梅
酒

も
あ
り
ま
し
た
。

順
番
に
並
ん
で
好
き
な
物
を
選
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
お
い
し
そ
う
や

ね
ぇ
。
ど
れ
も
食
べ
た
い
ね
ー
」
と
い

い
な
が
ら
ど
れ
に
し
よ
う
か
悩
ん
で
い

る
顔
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。
み
ん
な
テ
ー

ブ
ル
に
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
「
カ
ン
パ
ー

イ
」
。
楽
し
く
お
い
し
い
バ
イ
キ
ン
グ

と
な
り
ま
し
た
。

食
事
が
終
わ
っ
て
一
息
す
る
と
七
夕

祭
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
司
会
は
六
階

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
久
松
由
紀
子
織
姫
と

澤
田
大
介
彦
星
。
素
敵
な
衣
装
が
と
て

も
似
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
。
ま
ず

は
本
山
保
育
所
園
児
の
歌
と
踊
り
で
す
。

か
わ
い
い
姿
に
身
を
乗
り
出
し
た
り
、

動
か
し
に
く
く
な
っ
た
腕
を
必
死
に
動

か
し
手
拍
子
を
さ
れ
た
り
、
「
ま
あ
か

わ
い
い
ね
え
」
と
泣
き
出
し
て
し
ま
う

利
用
者
様
の
姿
も
あ
り
、
愛
ら
し
い
姿

に
大
歓
声
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て

「
と
さ
み
ず
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ア
ヴ
ァ
プ
ヒ
」
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
。

一
弦
琴
と
い
う
珍
し
い
楽
器
の
演
奏
や

ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
披
露
し
て
く
だ

さ
り
、
音
楽
や
歌
・
踊
り
に
う
っ
と
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
七

夕
の
歌
を
合
唱
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
願
い
が
空
へ
届
き
ま
す
よ

う
に
。

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
さ
め
う
ら
で
は
、
七

月
に
お
や
つ
作
り
を
し
ま
し
た
。

ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
何
が
食
べ
た
い

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
蒸
し
パ
ン
」
と

の
声
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
黒
糖
蒸
し

パ
ン
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ

く
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
手
際
よ
く
材
料
を
混
ぜ
カ
ッ

プ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
職
員

に
蒸
し
て
も
ら
う
と
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
に
お
い
し
そ
う
な
香
り
が
広
が
り
ま

し
た
。
「
今
日
の
お
や
つ
は
格
別
」

と
、
皆
さ
ん
お
い
し
そ
う

に
召
し
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

( 3 )

想
い
出
の
ア
ル
バ
ム

～
あ
の
日
あ
の
時
～

久
保

晴
清
様

老
健
入
所
利
用
者

大
正
一
五
年
二
月
二
〇
日

八
六
歳

第
三
回

蒸
し
パ
ン

▼おいしそうなお料理に思わず笑顔 ▲皆で「カンパ～イ！！」

▲ふっくら蒸しあがりました。

大
豊
町
葛
原
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

二
五
才
頃
結
婚
し
、
四
人
の
子
宝
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

親
と
共
に
、
炭
焼
き
、
蚕
、
農
業
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
大
工
へ
の
夢
が
捨

て
き
れ
ず
、
三
〇
才
の
頃
よ
り
弟
子
と

し
て
一
年
、
自
他
共
に
認
め
る
器
用
さ

も
手
伝
い
、
す
ぐ
に
技
術
を
習
得
し
ま

し
た
。
仕
事
は
、
主
が
高
知
市
で
し
た

が
、
そ
の
頃
は
、
家
を
建
て
る
人
が
多

く
、
好
き
な

仕
事
を
思
い

切
り
出
来
、

一
番
輝
い
て

い
る
時
代
で

し
た
。

平
成
一
二

年
明
る
く
働

き
者
の
女
房

に
先
立
た
れ
、

辛
か
っ
た
…
。

そ
の
後
、

長
女
夫
婦
が

町
外
か
ら
転

居
し
て
く
れ
、

孫
達
と
も
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
は
ひ
孫
に
恵
ま
れ
、
面
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

▲奥さんと仲良くツーショット ▲大工時代の一枚

▲園児の歌と踊りで盛り上がりました。

▲出来上がりが
楽しみです。


